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る血祭蛋白分割法を分類すると次の よ う に な
る｡









































































































第 2項 実 験 成 績
塩析直後のアル ブ ミンは第 6図に示す ように
電気を負荷す るも動かず, 1時間に してわずか
に中 央部に移動す るのみであ る0
-万多少混在せ る αグロブ リンは第 7図の如
くそれぞれ旦招っれ るが,等電点が pli5.06で外
波の pH が 4.8の燐酸 クエン酸緩衝液のため α
グロブ リンは (+)に荷電し (∫一)-移動, 時
間を追 うに従って泳動 して行 くので,アル ブ ミ
ン像が鮮明 とな る｡一方肺卵器内に放17.し完全
第6図 pH4.8により塩析直後のアルブミン像
第 7図 泳 動 10分 後
一一47-
第 8図 泳 動 20分 後
に変件 せ しめたアルブ ミンを泳動す ると第 8図
のように移動を肌始 し20分 に して, ピン トグラ
ス上では中央邦で重り合って しまう｡
第3項 小 括
塩析によ り得られたアル ブ ミン劃分がその操
作中 に変性を来た しているか否かを,その電気
泳動的性質を利用 し,電気泳動法で検討 してみ
た｡ その姑 果電気泳動像 よ りみ るな らば,低温
で硫安法によ り得 られたアル ブ ミン劃分は,そ
の電気己的件質には変化を来たさないが 37oCの
卵開附則 1に 3Tl開放指 し,対象 と したものでは
明 らかにその泳動像に変化を来たす ことを認め
た｡















第2項 実 験 成 績
新鮮 な血梁の ビウレッ ト反応は第 9図に示す
ようにその反応速度は極めて緩慢である｡
硫安法 によ り得 られたアル ブ ミン分劃波の ビ
ウレッ ト反応の曲線は僅かの増加を示すが,殆
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第2項 実 験 成 績
電気泳動法では新鮮 (塩析直後)アルブミン
劃分輸注群及び変性アルブミン劃分輸注群では
,両者 とも注入後第 6表,第 7表に示すように





酒石酸 K.Na 1 0.9～
H20ad 【 100.0
第 6b表 塩析直後アルブミン輸液後の分劃変動
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辿 り, 3時間後採血 したものは殆んど変化をみ
な い ｡












































ブミン劃分に5%程度の α グロブリンの 混入
があっても止むをえないと考えられる｡
更に塩析操作時の変性をアルブミン分割の電









































































わけではな く,今後研究の余地が充 分 に あ ろ
う ｡
結 論
各種血祭蛋白分劃法を比較検討 し,更にそれ
により得た劃分の変性の有無を検討 し次の結論
を得た｡
1)硫安による塩析法は比較的大量の血祭蛋
白を分離するには操作が簡単であり,しかも得
られた劃分の純度が比較的高いことより,実験
に利用するには簡便にして分離 しやすい方法で
ある｡
2)更に塩析法により得られたアルブミン劃
分につき電気的性状,化学的性状,及び生体反
応の各面より検討を加えてみるに,その性状の
変化を認めなかった｡
3)以上より硫安法により得られたアルブミ
ン劃分は殆んど変性を来たしていないと考えら
れる｡
